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「
　 

く
り
は
ら
の
イ
ベ
ン
ト
」
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見 所

満 載



◆
お
問
合
せ…

栗
駒
鶯
沢
商
工
会

　
電
話 

０
２
２
８-

４
５-

２
１
９
１

日
時
　
９
月
15
日（
日
）

場
所
　
栗
駒
・
六
日
町
通
り

催
事
　
旧
車
を
展
示
イ
ベ
ン
ト
等

　
商
店
街
が
創
る
ま
つ
り

「
み
ん
な
が

し
あ
わ
せ
に

な
る
ま
つ
り
」

　
２
０
１
３

年
で
８
回
目

を
向
か
え
る

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は

２
０
０
６
年
仙
台
の

「
昭
和
の
車
保
存

会
」
と
当
時
50

軒
ほ
ど
あ
っ
た

六
日
町
商
店
街

の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
い
う
形

で
始
ま
り
ま
し
た
。

　
旧
車
の
イ
ベ
ン
ト
は

多
数
あ
り
ま
す
が
、
昭
和
の
風
情
が

色
濃
く
残
る
商
店
街
を
歩
行
者
天
国

に
し
、
旧
車
を
展
示
し
、
そ
の
車
達

が
過
ご
し
た
時
間
を
取
り
戻
し
た
様

な
街
並
み
に
旧
車
フ
ァ
ン
の
み
な
ら

ず
多
く
の
お
客
様
が
訪
れ
、
毎
年
二

「
　
く
り
は
ら
の
イ
ベ
ン
ト
」
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日
時
　
９
月
22
日
（
日
）

　
　
　
12
時
～
20
時

場
所
　
一
迫
・
風
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

周
辺

一
迫
片
子
沢
外
の
沢
11

催
事
　
野
焼
き
土
器
・
伝
統
芸
能
等

　
地
震
と
い
う
大
き
な
災
難
を
受
け

た
に
も
係
わ
ら
ず
、
栗
原
の
人
々
の

前
向
き
な
姿
に
、
何
か
で
き
な
い
か

と
い
う
思
い
が
「
く
り
は
ら
万
葉
祭
」

の
は
じ
ま
り
で
し
た
。

　
い
つ
で
も
、
も
の
を
作
り
、
壊
さ
れ
、

ま
た
作
り
、
立
ち
上
が
り
、
そ
う
し

第8回

み
ん
な
で

 　
し
あ
わ
せ
に
な
る

　　　　　　　　 

ま
つ
り

○
消
費
税
法
改
正
の

　　

お
知
ら
せ

○
税
金
滞
納
状
況
と

　　

ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
に
つ
い
て

「
社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保
等
を
図
る
税
制
の
抜
本
的
な
改
革
を

行
う
た
め
の
消
費
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
」
に
よ
り
消
費

税
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
改
正
内
容
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
か
ら
抜
粋
）

○
消
費
税
法
改
正
の
お
知
ら
せ

◆
消
費
税
率
の
引
上
げ

消
費
税
率
及
び
地
方
消
費
税
率
に

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
２
段
階
で

引
き
上
げ
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

※

経
済
財
政
状
況
の
激
変
に
も
柔
軟

に
対
応
す
る
観
点
か
ら
、
消
費
税

率
引
上
げ
の
前
に
、
経
済
状
況
等

を
総
合
的
に
勘
案
し
た
上
で
、
消

費
税
率
の
引
上
げ
の
停
止
を
含
め

所
要
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

※

引
上
げ
後
の
税
率
は
、
経
過
措
置

（「
５
税
率
引
上
げ
に
伴
う
経
過
措

置
」
参
照
）
が
適
用
さ
れ
る
も
の
を

除
き
、
適
用
開
始
日
以
後
に
行
わ

れ
る
資
産
の
譲
渡
等
に
つ
い
て
適

用
さ
れ
ま
す
。

万
人
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
す
。

　
今
で
は
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
ボ

ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
の
特
別
運
行
も
毎
回

人
気
で
、
当
時
の
制
服
に
身
を
つ
つ

ん
だ
車
掌
さ
ん
に
乗
車
券
に
挟
み
を

入
れ
て
も
ら
い
、
小
さ
な
子
供
か
ら

大
人
ま
で
、
笑
顔
で
手
を
振
り
な
が

ら
何
度
も
乗
車
す
る
方
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　
昭
和
の
車
保
存
会
の
他
に
も
毎
回

ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
て
頂
い
て
い
る

乗
り
物
精
密
画
の
「
栗
原
大
輔
」
さ

ん
も
大
き
な
存
在
で
、
展
示
ス
ペ
ー

ス
は
多
く
の
フ
ァ
ン
で
埋
ま
り
ま

す
。

　
岩
手
宮
城
内
陸
地
震
の
際
は
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
あ
り
、
そ
の
時

の
縁
で
千
葉
県
い
す
み
市
で
も
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
い
す
み
市
は
「
い

す
み
鉄
道
」
が
あ
り
、
そ
の
沿
線
と

お
ま
つ
り
に
集
う
総
て
の
方
が
幸
せ

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
コ
ン
セ
プ
ト
が

地
震
で
被
害
の
あ
っ
た
栗
原
と
一
致

し
ま
し
た
。

　
こ
こ
数
年
で
商
店
街
の
中
で
も
お

も
て
な
し
の
心
が
根
付
き
、
来
場
者

向
け
の
様
々
な
活
動
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。
今
後
は
Ｂ
級
グ
ル
メ
や
も
て

な
し
の
育
成
な
ど
真
の
「
み
ん
な
が

し
あ
わ
せ
に
な
る
ま
つ
り
」
に
希
望

が
ふ
く
ら
み
ま
す
。

◆
主
な
経
過
措
置
の
概
要

次
に
掲
げ
る
も
の
に
は
、
８
％
へ
の

税
率
引
上
げ
後
に
お
い
て
も
改
正

前
の
税
率（
５
％
）が
適
用
さ
れ
ま
す
。

（
注
）８
％
か
ら
10
％
へ
の
税
率
引
上

げ
時
に
お
け
る
経
過
措
置
に
つ
い

て
は
、改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

経
過
措
置
の
内
容（
一
部
掲
載
）

①
旅
客
運
賃
等

　
平
成
26
年
４
月
１
日
以
後
に
行

う
旅
客
運
送
の
対
価
や
映
画
・
演

劇
を
催
す
場
所
、競
馬
場
、競
輪
場
、

美
術
館
、
遊
園
地
等
へ
の
入
場
料

金
等
の
う
ち
、
平
成
26
年
４
月
１

日
前
に
領
収
し
て
い
る
も
の
。

③
請
負
工
事
等

　
平
成
８
年
10
月
１
日
か
ら
平
成

25
年
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
締
結

し
た
工
事
（
製
造
を
含
み
ま
す
。）

に
係
る
請
負
契
約
（
一
定
の
要
件

に
該
当
す
る
測
量
、
設
計
及
び
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
の
開
発
等
に
係
る
請

負
契
約
を
含
み
ま
す
。）に
基
づ
き
、

平
成
26
年
４
月
１
日
以
後
に
課
税

資
産
の
譲
渡
等
を
行
う
場
合
に
お

け
る
、当
該
課
税
資
産
の
譲
渡
等
。

現
行

平
成
26
年

４
月
１
日

平
成
27
年

10
月
１
日

4.0
％

6.3
％

7.8
％

2.2
％

消費税
率

5.0
％

8.0
％

10.0
％

合計

1.0
％

1.7
％

地方
消費税
率

消費税
額の
25/100

消費税
額の
17/63

消費税
額の
22/78

適用
開始日

区分

第６回

く
り
は
ら
万
葉
祭

～
岩
手
宮
城
内
陸
地
震
の

破
壊
か
ら
生
ま
れ
た
～

土
と
火
の
ま
つ
り
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て
延
々
と
つ
な
が
っ
て
き
た
こ
と
を

改
め
て
震
災
か
ら
学
び
ま
し
た
。
そ

の
立
ち
上
が
る
と
き
の
き
っ
か
け
が

「
も
の
つ
く
り
」
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

「
今
度
壊
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
？
」

大
切
な
人
を
守
る
た
め
に
人
は
苦
悩

し
、
工
夫
に
よ
り
良
い
物
を
生
み
出

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
繰
り
返
し
が

も
の
つ
く
り
の
歴
史
だ
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
大
人
と
子
ど
も
が
一
丸

と
な
り
、
破
壊
と
は
何
か
、
創
造
と

は
何
か
を
学
び
合
う
機
会
を
伝
承
し

　
税
金
の
滞
納
状
況
は
、
依
然
と
し
て
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。特
に
消

費
税
の
滞
納
は
、
全
体
に
占
め
る
割
合
が
高
く
、
今
後
、
消
費
税
の
増
税

に
伴
い
、
更
な
る
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。皆
様
方
に
は
、
引

き
続
き
計
画
的
備
蓄
や
納
期
内
完
納
の
推
進
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
納
付
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
「
ダ
イ
レ
ク
ト
納

付
」が
大
変
便
利
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
を
お
勧
め
い
た
し

ま
す
。

※

納
税
証
明
書
も
電
子
申
請
で
！

○
税
金
滞
納
状
況
と

　　

ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
に
つ
い
て

④
資
産
の
貸
付
け

　
平
成
８
年
10
月
１
日
か
ら
平
成

25
年
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
締
結

し
た
資
産
の
貸
付
け
に
係
る
契
約

に
基
づ
き
、
平
成
26
年
４
月
１
日

前
か
ら
同
日
以
後
引
き
続
き
貸
付

け
を
行
っ
て
い
る
場
合
（
一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
も
の
に
限
り
ま

す
。）
に
お
け
る
平
成
26
年
４
月
１

日
以
後
行
う
当
該
資
産
の
貸
付
け
。

①

③

④

適用開始日
（Ｈ26.4.1）

指定日
（Ｈ25.10.1）

対価受領 入場等

契約

契約

譲渡等

貸付け

て
ゆ
き
た
い
。
作
る
こ
と
か
ら
、
も

の
を
考
え
、
憐
れ
み
、
勇
気
を
持
っ

て
生
き
て
ほ
し
い
と
願
う
お
祭
り
が

「
く
り
は
ら
万
葉
祭
」
な
の
で
す
。

　「
く
り
は
ら
万
葉
祭
」
は
野
外
会

場
で
開
か
れ
、
巨
大
オ
ブ
ジ
ェ
の
野

焼
き
の
炎
が
立
ち
上
る
中
で
、
多
数

の
伝
統
芸
能
が
披
露
さ
れ
る
。
野
焼

き
の
炎
が
神
秘
的
に
会
場
を
照
ら
し
、

観
客
を
自
然
と
踊
り
の
輪
に
誘
い
込

む
。
祭
り
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
ど
ん
な
苦

難
に
も
負
け
な
い
、
生
き
る
強
さ
と

勇
気
を
多
く
の
栗
原
市
民
で
共
有
す

２０１３年 くりはらイベントカレンダー

る
ひ
と
つ
の
和
に
な
る
。
そ
ん
な
回

を
重
ね
る
お
祭
り
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
、

大
切
な
人
と…

訪
れ
て
み
て
下
さ
い
。

◆
お
問
合
せ…

タ
ラ
チ
ネ
の
会

　
電
話 

０
２
２
８-

５
２-

２
８
１
１

船での沼上遊覧 ( 有料 ) では蓮を間近で見ることが
できる。

８月  １日㊍

～３１日㊏
伊豆沼 ・内沼はすまつり

伊豆沼･内沼サンクチュアリセンター付近 栗原市産業経済部田園観光課 ＴＥＬ 22-1151

ビアガーデン等８月  ２日㊍ 春夏秋冬「夏の市」
栗駒 ・ 六日町商店街 栗駒鶯沢商工会 ＴＥＬ 45-2191

歩行者天国 ・ 手踊り ・ 七夕飾りつけ ・ しづはた姫コ
ンテスト ・ まちコン等

８月  ３日㊎

～  ４日㊏
つきだて七夕まつり

築館商店街 栗原南部商工会 ＴＥＬ 22-3611

藤兵衛太鼓 ・ 宮城 ・ 岩手のよさこい団体 20 チーム
によるよさこい演舞 ・ 空くじなしの大抽選会等

８月  ４日㊏ 金成よさこいまつり
金成総合支所 若柳金成商工会 ＴＥＬ 42-1473

手踊り・こども神輿・バンド演奏・お楽しみ抽選会等８月１０日㊏ 第５８回泉のふるさと
たかしみず夏まつり 高清水農村公園 栗原南部商工会 ＴＥＬ 58-2264

ステージイベントとして郷土芸能 ( 神楽 ・ 太鼓）
11 時～ 1 時頃間

８月１３日㊋

～１４日㊌
細倉マインパーク夏まつり

鶯沢 ・ 細倉マインパーク 細倉マインパーク ＴＥＬ 55-3215

花火大会 ・ よさこい演舞等８月１４日㊌ 第２４回水車まつり・花火大会
志波姫おまつり広場 栗原南部商工会・志波姫支所 ＴＥＬ 25-3868

花火大会 ・ 灯篭流し等８月１４日㊌ 第３８回一迫夏まつり
一迫中央公園迫川河畔 一迫花山商工会 ＴＥＬ 52-3300

花火大会 ・ よさこい演舞等８月１４日㊌ うぐいすざわの里夏祭り
鶯沢幼稚園 ・ 保育所駐車場 栗駒鶯沢商工会 ＴＥＬ 45-2191

子供リサイクル神輿 ・ 芸能発表会 ・ 盆踊り ・ 郷土
芸能 ・ お楽しみ抽選会等

８月１４日㊌ せみね夏まつり
瀬峰公民館前特設会場 栗原南部商工会 ＴＥＬ 38-3258

花火大会 ・ 灯篭流し等８月１５日㊍ 栗駒ふるさと祭り
栗駒三迫川河畔 栗駒鶯沢商工会 ＴＥＬ 45-2191

郷土芸能 ・ 花火大会 ・ 灯篭流し等８月１６日㊎ 若柳夏祭り・流灯花火大会
若柳 ・ 中町商店街 ・ 迫川河畔 若柳金成商工会 ＴＥＬ 32-3100

伝統神楽をはじめ､宮城県北や岩手県南地域の神
楽保存団体が参加し伝承の技を競う

９月  ５日㊍ 第６３回東北神楽大会
栗駒 ・ みちのく伝創館

東北神楽普及会　代表高橋守
（有限会社 高源工業　内） ＴＥＬ 45-1268

障がいのある人もない人も一緒に音楽を楽しみ心のバリ
アフリーを目指す音楽祭。特別出演マジシャン SHINYA。

９月  ８日㊐ とっておきの音楽祭ｉｎくりはら
若柳 ・ 旧くりはら田園鉄道若柳駅 とっておきの音楽祭実行委員会　　　　　ＴＥＬ 21-5485

旧車を展示イベント等９月１５日㊐ 第８回みんなでしあわせに
なるまつり 栗駒 ・ 六日町商店街 栗駒鶯沢商工会 ＴＥＬ 45-2191

野焼き土器 ・ 伝統芸能等９月２２日㊐ 第６回くりはら万葉祭
～土と火のまつり～一迫 ・ 風の沢ミュージアム タラチネの会 ＴＥＬ 52-2811

毎年秋分の日に人形に感謝し供養。
供養開始 13:30 ～

９月２３日㊊ 第１２回人形感謝祭
志波姫 ・ 志波姫神社境内 栗原南部商工会・志波姫支所 ＴＥＬ 25-3868

日　時 イベント名／場所 催事／連絡先
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栗原法人会の活動レポート　平成25年4月から平成25年7月

4/23
Tue

《社会貢献事業》

書道家金澤翔子さんの書作品
「生命」を栗原市に寄贈
（栗原市築館「栗原市役所市長室」）

5/27
Mon

《定時総会》

平成25年度定時総会
（栗原市築館「ホテルグランドプラザ浦島」）
参加者：286名（内委任状209名）

6/26
Wed

《福利厚生事業》

第25回会員親睦ゴルフ大会
（一関市「一関カントリークラブ」）

参加者：30名

7/8
Mon

《青年部会・定例会》

上田徹・新栗原法人会長と
今後を語る会in築館

（栗原市築館「満てん」）　参加者：12名

梅雨の合間の絶好のゴルフ日和に歴代の優勝者に多数参戦して
頂き、開催された。優勝は上田徹氏 ( 上田建設 )、準優勝は高橋幸
男氏 ( 五洋商事 )、３位は千葉恒雄氏 ( 伊藤ハムデイリー )、 ベス
グロはトータル 77・高橋利夫氏 ( タカギ )。

上田徹会長よ
り、青年部会
は法人会の活
性化と充実に
寄与する重要
な存在である
ことの説明が
なされ、今後
も青年部会の

柔軟な発想と行動力を活かし、親会や女性部会とも密接に連携
の上、その企画・実施に当たって積極的役割を果たしてほしい
という要望が語られた。また、青年部会員の一人ひとりの考えを
上田会長に伝え、有意義な定例会となった。

企業リレー [毎号表紙を飾っていただくの
は各企業の社員さんです。 ]
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ダウン症の書家・金澤翔子
さん ( 東京在住 ) の作品「生
命 ( いのち )」を上田会長は
じめ新執行部が代表して、
栗原市に寄贈しました。昨
年 3 月 25 日、震災復興事業
として、金澤翔子さんと母
親の泰子さんを招いて、市
内のホテルで、「愛に始ま
る」と題した文化講演会を
開催しました。しかし、翔子

さんは足を骨折するけがをしていて、揮毫が出来ず、その際「けがが治っ
たら、栗原市の皆さんが、元気になるような書を送ります」と約束してく
れました。その約束が叶って「生命 ( いのち )」と書かれた躍動感ある作品
が届きました。早速、栗原市の佐藤市長を訪問し「多くの市民がいつでも
目に付く場所に設置していただけるよう」お願いしてまいりました。

法人会の基本
指 針 で あ る

“よ き 経 営 者
の団体”とし
て、関係当局
をはじめ各友
誼団体との密
接な連携を保
ちつつ、税の
啓蒙活動や電
子 申 告 e-Tax

の推進、研修会や経営情報の提供等を通じた会員企業の
経営支援、並びに地域に対する社会貢献活動に取り組ん
できたことの報告と新年度も公益法人としての活動を
積極的に取り組んでいく予算案の報告がなされ、他全て
原案通り承認可決されました。
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